
組合員の皆様へ 

 

【医療保険料】引き上げ 

医療費の伸びは依然として増高を続けており、平成２８年度におきましても医療費改定

を含む厚生労働省指示による自然増を加味した保険給付費と保健事業費や総務費等を合わ

せた歳出必要額は厳密な査定を行い、４４億２，３２７万円を計上しました｡ 

これらの財源として、医療保険料、国庫補助金、前期高齢者財政調整制度における交付

金、県や市の補助金、繰越金等を充当しても６億４，７００万円が不足します。 

この財源補填として、法定積立金から法定超過額の４億１，９００万円を取り崩し、繰

入金として計上してもなお、２億２，８００万円が不足します。したがって、平成１９年

以来となる「医療保険料」の引き上げをお願いせざるを得なくなりました。 

平成２８年４月より、１人月額１，０００円の引き上げをお願いし、事業主組合員は、

月額１０，０００円、その他の被保険者は月額７，５００円とさせていただきます。 

 

【後期高齢者支援金保険料】引き上げ 

国は平成２０年４月より、７５歳以上の国民全てが強制的に加入する「後期高齢者医療

制度」を発足させましたが、財源として公費が５割、後期高齢者の保険料が１割、残り 

４割を０歳から７４歳のすべての国民が支援金として負担することとなっております。 

当組合もこの「後期高者医療制度」に毎年支援金を納付しなければなりません。 

平成２８年度の納付総額は１０億６，４３８万円と予定されており、国からの補助金 

４億６，７３０万円を差し引いても、現行の保険料では１億１，４００万円が不足してし

まうため、制度発足以来初めてとなる「後期高齢者支援金保険料」の引き上げをお願いせ

ざるを得なくなりました。 

平成２８年４月より、０歳から７４歳の被保険者１人月額５００円の引き上げをお願い

し、月額２，７００円とさせていただきます。 

 

【介護保険料】据え置き 

｢介護保険制度｣に関して当組合では、４０歳以上６５歳未満の加入者（第２号被保険者）

について、保険料の徴収および納付を行っております。平成２８年度は、国からの指示に

より５億２，８４９万円の介護納付金の納付が予定されております ｡ 

国からの補助金２億８，０９７万円を差し引き､ ２億４，７５２万円の負担を必

要としますが、現行の保険料で充当が可能ですので、現行の１人月額２，６００円の保険

料は据え置きといたします。 

 

組合員の皆様に多大なご負担をお願いせざるを得ないことは大変心苦しく存じますが、何卒、諸事情を

ご賢察の上、ご理解をいただきますようお願い申し上げます。 

 

 

保険料が平成２８年４月から改正されます 
平成２８年４月からの保険料 

 

医 療 保 険 料（１，０００円引き上げ） 

事 業 主 組 合 員・・・月額１０，０００円 

                           （現行 ９，０００円） 

従 業 員 組 合 員・・・月額 ７，５００円 

                           （現行 ６，５００円） 

その他の被保険者（家族）・・・月額 ７，５００円 

                           （現行 ６，５００円） 

 

後 期 高 齢 者 支 援 金（５００円引き上げ） 

０歳から７５歳未満の被保険者・・・月額 ２，７００円 

                           （現行 ２，２００円） 

 

介 護 保 険 料（据え置き） 

・・・月額 ２，６００円 

                           （現行 ２，６００円） 

 

 〒２３２－００５３ 

横浜市南区井土ケ谷下町１７番地の５ 

 神奈川県食品衛生国民健康保険組合 

   

電 話 ０４５－７１６－５９５１（代表） 

 ＦＡＸ ０４５－７１６－５９５７ 
 

○お問い合わせは、平日の９時から１７時までにお願いいたします。 

 （１２時～１３時を除く。土日、祝日はお休みです） 

40 歳から 65 歳未満の 

第 2 号被保険者 


